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３
８
３
年
の
歴
史
を
誇
る
村

上
大
祭
が
７
月
６
日（
宵
祭
り
）

と
７
日
（
本
祭
り
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

彫
刻
や
漆
塗
り
、
金
箔
が
施

さ
れ
た
勇
壮
で
絢
爛
豪
華
な
お

し
ゃ
ぎ
り
19
台
が
市
内
を
練
り

歩
き
、
大
勢
の
観
光
客
や
市
民

ら
が
、
き
ら
び
や
か
な
時
代
絵

巻
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

祭
り
の
模
様
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
生
中
継
さ
れ
、
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
ア
イ
ド

ル
グ
ル
ー
プ
Ｎ
Ｇ
Ｔ
48
の
本
間

日
陽
さ
ん
（
村
上
市
出
身
）
が

参
加
し
、
華
を
添
え
ま
し
た
。
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①おしゃぎりが連なり多くの人でに
ぎわう上町通り②荒馬14騎③大八車
④羽黒町のおしゃぎり⑤上町の傘鉾
⑥片町の乗せ物（蘭

らんりょうおう

陵王）⑦庄内町
の見送り（波にうさぎ・陰陽の月）
⑧⑨太鼓や鐘、笛を演奏する乗り子
たち⑩帰り屋台（左：小町おしゃぎ
り・右：肴町おしゃぎり）⑪ちょう
ちんが灯りはじめる（大町おしゃぎ
り）⑫帰り屋台（細工町おしゃぎり）

　村上大祭の由来（新潟県無形民俗文化財指定）
　村上大祭は、寛永10年（1633年）に、時の村上藩主が神社（西

せ

奈
な

彌
み

羽黒神
社）を上（城）から見下ろすのはおそれ多いとして、臥

がぎ

牛
ゅう

山
ざん

の中腹から現在
の場所へ移されたことを記念して、大町の人たちが大八車に太鼓を積んで町
じゅうを練り回したのが、始まりと伝えられています。祭りは、先太鼓・庄
内町傘鉾・荒馬14騎・社名旗・四神旗・五色旗・神職・神輿三基・神馬・お
しゃぎり19台と続く行列を構成。荒馬14騎は、戦国時代の村上城主本庄繁長
が、庄内での戦いで勝利をおさめ凱旋したときの様子を模したものです。
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